
　近江楽座の 20 のプロジェクトが
活動をまとめた新聞です。
　これらの新聞・ポスターは、基
本的にレイアウトが自由なので、
チームの個性がそのまま紙面に出
ていることも特徴です。楽座メン
バーの自信作“らくざしんぶん”
をぜひご覧ください。この資料で
は全て白黒になっていますが、下
記「活動成果展示会」におきまして、
原稿のカラー版を展示します。ぜ
ひお越しください！
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2014 年（平成 26 年） 4 月 19 日 ( 土 ) 楽 座 新 聞 　 ら く ざ し ん ぶ ん

※プロジェクト区分について

新規プロジェクト：平成 1 6～2 4 年度に、近江楽座の助成を受けたことがないチームによる取り組み
継続プロジェクト：平成 1 6～2 4 年度のいずれかに、近江楽座の助成を受けたことがあるチームによる取り組み
 S プロジェクト：「近江楽座」での実績をもとに、さらなるステップアップをめざすプロジェクトで、活動資金の助成を必要としないもの。

全 20 チームが４つのパートに分かれて活動報告を行います。

　
　滋賀県大 BASSER｀S ／ DIG`S ／ボランティアサークルHarmony ／バンデイラ･ジ･オウロ／あかりんちゅ

　男鬼楽座／とよさらだ／スチューデント・キュレイターズ／三階蔵部／おとくらプロジェクト

　かみおかべ古民家活用計画 SB／ ST 交流推進プロジェクト／木興プロジェクト／たけともー竹の会所 友の会ー／未来看護塾

　信･楽･人 -shigaraki field gallery project- ／ Taga-Town-Project ／政所茶レン茶゛ー／能魅会（のみかい）／とよさと快蔵プロジェクト

　学生たちが実施した近江楽座 10 周年記念企画の報告と、そこから見えてきた“これからの”近江楽座について発表します。
　その後、全体で語り合う場をもちます。　★会　場：A7棟 自習室（交流センター隣の建物です。）
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2014 年 4月 19 日 ( 土 ) 9:00~16:20
講義棟 A3-301

内湖における侵略的外来種駆除（滋賀県大BASSER｀S） 

ART FORUM 2013 DIG`S（DIG`S） 

障がい児・者、自立支援・共生社会プロジェクト（ボランティアサークルHarmony） 

チーム・バンデイラ･ジ･オウロ（バンデイラ･ジ･オウロ） 

あかりんちゅ（あかりんちゅ） 

男鬼楽座（男鬼楽座） 

とよさらだプロジェクト（とよさらだ） 

地域博物館プロジェクト（スチューデント・キュレイターズ） 

三階蔵覚醒プロジェクト（三階蔵部） 

おとくらプロジェクト（おとくらプロジェクト） 

かみおかべ古民家活用計画 -SLEEPING BEAUTY-（かみおかべ古民家活用計画 SB） 

S(Saigai&Shiga)T(Taisaku&Tanoura) 交流推進プロジェクト（田の浦ファンクラブ学生サポートチーム） 

木興プロジェクト（木興プロジェクト） 

たけともー竹の会所 友の会ー（たけともー竹の会所 友の会ー） 

未来看護塾（未来看護塾） 

信･楽･人 -shigaraki field gallery project- （信･楽･人 - shigaraki field gallery project-） 

Taga-Town-Project（Taga-Town-Project） 

政所茶レン茶゛ー（政所茶レン茶゛ー） 

能登川商店街とのコラボレーション企画による地域活性化（能魅会） 

とよさと快蔵プロジェクト（とよさと快蔵プロジェクト） 

１．活動発表

【パート１】
9:10 ～ 10:10

　【パート２】
11:20 ～ 11:20

　【パート３】
11:30 ～ 12:30

【パート４】
13:30 ～ 14:30

２．ミニシンポジウム
14:40 ～ 16:10

３．全体総括
16:10 ～ 16:20



 
’

BASSER’’S  
BASSER’S

2

 

BASSER’S

in
(

)
 

 

 

 

 

BASSER’S

(
)

 

 

 

 
 

 

BASSER’S

 

 
 



2014 年（平成 26 年）　3月 31 日

3 月 31 日
2014 年　（平成 26 年）

11 月 24 日　午後
◎発見をまとめよう！
フィールドワークで発見したことを
地図に書き込みまとめる

11 月 24 日　午前
◎西の湖の自然を発見しよう！
西の湖周辺をフィールドワーク、
生き物について説明を聞く

　毎年9 月に近江八幡では、地域住民と観光客に市内の魅力を伝えるこ
とを目的に2 日間まつりを実施しています。夜間には、八幡堀とその周辺
の路上や施設をロウソクの灯で照らします。

　2013年度は、「西の湖」をテーマと決め、９月の八幡掘りまつりのワーク
ショップ、11月の西の湖のワークショップを行い、一年間を通して活動する
ことができました。また、参加していただいた方にも楽しんで学んでいた
だけたと感じます。
　しかし、自分たちでテーマを決め、ワークショップを企画から開催まで行
うまでは、うまくいくことばかりではありませんでした。どうすれば楽しく学
んでもらえるか、どうすればわかりやすく伝えることができるかが一番の課
題で、決定するのに時間がかかりました。そして何度もみんなで集まって
ミーティングを重ね話し合うことで、自分たちの納得いく、楽しく学べるワー
クショップを開催することができました。
　今後は、さらに地域の方々関われることを考えたり、地域のイベントに積
極的に参加し、わたしたちの活動を知っていただくとともに、わたしたちが
主体となってこの近江八幡の魅力を発掘し発信していきたいと考えます。

▲完成したマップとともに記念撮影

　アール・ブリュットを発信する市内の美術館「ボーダレス・アートミュー
ジアムNO-MA」さんが「対話の庭 Dialogue of Garden―まなざしがこだ
まする」という展示会を開催しました。DIG’Sはその一環として行われたワ
ークショップ「あの日の思い出は何色？記憶のジュエリーを作ろう」にスタッ
フ兼ワークショップ参加者として加わりました。
　最初はNO-MAさんのところで作品を鑑賞したり展示会の出展アーティ
ストである林智子さんのお話などをお聞きしました。そのあとは、DIG’Sに
移動し、ワークショップを行いました。グループで対話をしながら、自分た
ちが体験してきた涙の物語や涙の色について考え、それを寒天でジュエ
リーという形に留めました。たくさんの色、感情のこもったジュエリーがで
き、一人ひとりいろんな涙の思い出があったようだと感じ、昔のことを思い
出すきっかけともなりました。
　

DIG’Sは地域の方々に貸しスペースとして
利用していただいてます！

毎週金曜日に「ひつじぐも」さんが
カフェ営業をしていました。

　2013年は琵琶湖がラムサール条約に登録されて20年、西の湖が5年という節目の年でした。そこでわ
たしたちは、自分の身近にある自然の大切さをもう一度考えてみようということでこのワークショップを
企画し開催しました。

　午後は午前中に観察したこと、聞いたことを西の湖
周辺ののマップに生き物の写真を貼ったり名前を書き
込んだりしていきました。みんなで、「ここでは何が発見
できた？」や「ここにはコガモがいたよね！」などと楽しく
話しながら作成していきました。完成したマップにはた
くさんの生き物の名前や写真が張られとても賑やかな
ものができました。マップを作成することで西の湖の自
然の豊かさ、魅力を改めて感じることができました。ま
た、自然を大切にしようという意識も高まりました。

　カフェ営業では、まつりの時間に合わせ
て営業時間を延長し、まつり限定メニュー
も考案しました。観光客や地元の方などが
休憩に立ち寄って動を伝えるだけではなく、
お客さんと町屋や市内の魅力を語り合う
意見交換の場ともなりました。

▲葦について説明している様子

　このワークショップは後の11月に行われ
る「西の湖の自然発見！！」ワークショップに
先がけて開催しました。西の湖の生き物に
ついて知っていただこうということで、生き
物を表現して灯りをともしました。生き物を
自分の手で書いて、はり絵で表現すること
で細かいところまで目が行き、ただ図鑑を
見るだけでは見られない発見があったりし
ました。大人から子供まで、多くの方々に楽
しんでいただき、西の湖について少しでも
学んでいただけたかと思います。

　午前は外に出て西の湖の周辺をまわり、そこで見られる葦や野鳥
を観察したり、協力していただいたエコキャンパスプロジェクトの方
々の説明を聞いたりしました。写真からもわかるように、間近で葦を
見ることができましたし、たくさんの野鳥も見つけることができまし
た。参加者のみなさんだけでなく、わたしたち学生にとっても、はじ
めての体験になりました。





　　　　
○4月 11 ～ 13 日に信楽で行われる「ぶらり窯元めぐり」への参加
○ＵＣＣ珈琲さんと谷寛窯とのコラボ商品開発のサポート
○休憩所の製作　

窯元 deアートな野点

とよさと快蔵プロジェクトイベント
ミツマルシェへ参加
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陶ビーズ作りに参加しました！

ぶらり窯元めぐり

おかみさん会主催の野点に信楽人がお手伝いとして参加しま
した。お茶会は大盛況で１００人以上来てくださりました。
実際にお手前も体験させていただき貴重な体験をさせてもら
　いました。

５月２５日

4月 12.13.14 日

まちなか芸術祭準備

とよさと快蔵プロジェクト主催のイベント｢ミツマルシェ｣に信楽人も
参加させていてだきました。信楽の窯元さんから買い取った陶器とワ
ッフルを焼いて販売しました。たくさんの人がイベントに訪れ、盛り
上りました。　

3月後半

10 月に信楽で開催される信楽まちなか芸術祭にむけて準備を
行いました。イベント当日に販売するワッフルの試作・芸術
祭のイベント｢ＴＨＥ　ＴＡＮＵＫＩ｣に出展させていただい
たたぬき（右）作り・器づくりなどを主に行いました。ワッ
フルは何度も試作を行いました。たぬき作りも一度目は失敗
二度目の製作でやっと成功しました。一つ一つの作品を作る
ことがどれほど大変なことか実感させられました。　　

8月～ 9月

4月に行われたイベントで使用する陶ビーズの製作を行いま
した。陶ビーズ作りはワークショップ形式で信楽人以外の人
にも協力してもらい、約 300 個の陶ビーズを作りました。ま
た、おかみさん会の人たちと一緒に狸型案内板も作りました。
　　　　　　　　　　　

10 月 1日
　　　～ 20 日

’’｢陶とまち｣ー発見と創生ー’’ をテーマに第二回まちなか芸術
祭が行われました。「信楽のありのまま」を伝えるために信楽
に住む住人自らがこの芸術祭を盛り上げる、まちなかを散策し
て楽しめる企画やイベントが会期中にまちなかの各所で行われ
た。地域に根付いた活動をしている私たち信楽人もワッフル販
売を行い、イベントを盛り上げました。ぶらり窯元めぐり同様
たくさんの人がワッフルを購入してくれました。
また夏休みに制作したたぬきと器の展示も行われました。

第二回信楽まちなか芸術祭開催！！

窯元散策路で毎年行われているイベントに参加させていただき
ました。イベント時にはイベントを盛り上げるためにワッフル
を販売しました。初めての試みだったので不安でいっぱいでし
たが、何とか約１００食分販売することができました。また、
散策路は複雑なため道に迷いやすいという問題をかかえていた
ので今回散策路を訪れた人たちに調査を行いました。３月に製
作のお手伝いをした陶ビーズも陶ビーズラリーで大活躍でした。
狸型案内版の設置も完了しました。

信楽人 Q＆ A

Q

お
か
み
さ
ん
会
っ
て
？

A

信
楽
散
策
路
に
あ
る
窯
元
の
お
か
み
さ
ん
た
ち
の
会
。

お
茶
会
、
陶
ビ
ー
ズ
で
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
作
っ
た
り

様
々
な
こ
と
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

Q

な
ぜ
ワ
ッ
フ
ル
を
作
り
は
じ
め
た
の
？

A

散
策
路
に
食
べ
る
場
所
が
少
な
く
休
憩
で
き
て
軽
食
を
と
れ
る

場
所
が
ほ
し
い
と
の
要
望
が
あ
り
、
手
ご
ろ
に
た
べ
れ
る
ワ
ッ
フ

ル
を
作
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
好
評
で
あ
っ
た
の
で
大
き
な
イ
ベ
ン

ト
の
時
に
は
販
売
を
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

成 果 と 反 省

Q

散
策
路
の
魅
力
は
？

A

散
策
路
で
は
、
お
店
で
買
う
の
と
は
違
っ
て
、
各
窯
元
さ
ん
の

「
日
常
」
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
作
品
が
で
き
て
い
く
姿

を
み
た
り
、
作
家
さ
ん
と
お
話
し
で
き
た
り
、
も
っ
と
信
楽
焼
き
、

信
楽
の
こ
と
が
好
き
に
な
れ
ま
す
。

11 月
今
年
度
は
二
回
生
と
一
回
生
が
中
心
で
上
回
生
が
い
な
い
状
態
で

信
楽
人
が
ど
の
よ
う
に
、
何
を
目
的
に
地
域
と
繋
が
り
、
ど
の
よ

う
に
し
て
活
動
し
て
い
け
ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
現
状
が

あ
っ
た
。
そ
こ
で
今
ま
で
の
先
輩
が
築
い
て
き
た
も
の
を
知
り
、

散
策
路
を
で
ど
ん
な
人
が
ど
ん
な
思
い
で
盛
り
上
げ
よ
う
と
し
て

い
る
の
か
を
知
り
、
地
域
の
人
と
関
わ
り
、
深
く
繋
が
っ
て
い
く

こ
と
を
重
視
し
て
活
動
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
お
か
み
さ
ん
会

の
イ
ベ
ン
ト
、
信
楽
の
火
祭
り
、
コ
ン
サ
ー
ト
の
参
加
の
お
話
な

ど
も
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
活
動
場
所
の
関
係
上
他
の
近
江
楽
座
と
交
流
す
る
こ
と

が
っ
少
な
か
っ
た
が
、
と
よ
さ
と
快
蔵
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
さ
ん
の
「

ミ
ツ
マ
ル
シ
ェ
」
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
た
く
さ
ん
の
楽
座
と
繋
が

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
メ
ン
バ
ー
ひ
と
り
ひ
と
り
が
散
策
路
に
つ
い
て
わ
か
ら
な

い
こ
と
も
多
か
っ
た
た
め
ま
ち
歩
き
を
し
散
策
路
の
魅
力
を
再
確

認
で
き
ま
し
た
。

反
省
と
し
て
は
、
お
話
を
頂
け
た
が
、
実
現
で
き
な
か
っ
た
こ
と

が
い
く
つ
か
あ
っ
た
こ
と
、
メ
ン
バ
ー
間
の
連
絡
が
行
き
届
い
て

い
な
い
こ
と
で
活
動
に
影
響
の
出
た
こ
と
が
あ
っ
た
た
め
改
善
し

て
き
た
い
で
す
。
ま
た
ブ
ロ
グ
の
更
新
な
ど
も
今
後
、
た
く
さ
ん

の
人
に
活
動
を
し
っ
て
も
ら
う
た
め
に
積
極
的
に
お
こ
な
お
う
と
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。

3 月
2014 年ぶらり窯元めぐりの準備
今回は散策路を案内する「歩くインフォメーション」としてイベント
に参加します。そのために散策路をあるき、散策路の魅力を再確認し
ました。また今年も陶ビーズラリー用の陶ビーズの制作も行いました。　

活 動 報 告
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平成 26年 3月 31日 発行 

地
域
博
物
館
だ
よ
り 

白谷荘歴史民俗博物館開館！ 

 

楽
声
人
語  

今
年
近
江
楽
座
は
十
周
年

を
迎
え
、
創
立
さ
れ
た
団
体

は
ゆ
う
に
６
０
を
超
え
た
。
こ
こ
で
考
え
る
べ
き
は
、

そ
の
大
多
数
は
消
滅
し
て
い
る
こ
と
だ
。
し
か
し
こ
の

消
滅
は
悪
い
こ
と
で
は
な
い
。 

 

わ
れ
わ
れ
近
江
楽
座
の
団
体
は
地
域
か
ら
の
ニ
ー
ズ

に
よ
っ
て
存
在
意
義
が
発
生
す
る
。
消
滅
し
た
と
い
う

こ
と
は
、
そ
の
地
域
か
ら
の
ニ
ー
ズ
が
無
く
な
り
、
団

体
の
役
割
を
終
え
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
学
生
な

ど
の
力
を
借
り
ず
に
地
域
が
活
性
化
す
る
の
は
喜
ば
し

い
こ
と
で
、
活
動
が
継
続
す
る
こ
と
に
そ
れ
ほ
ど
重
要

性
は
な
い
。 

 

長
期
的
な
視
野
で
、
確
固
た
る
ニ
ー
ズ
と
理
念
が
あ

っ
て
長
く
続
い
て
い
る
団
体
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
た
だ

学
生
が
活
動
し
た
い
だ
け
に
な
っ
て
団
体
は
無
い
だ
ろ

う
か
。
本
当
に
そ
の
活
動
に
意
義
は
あ
る
の
か
、
学
生

の
独
り
よ
が
り
の
活
動
に
な
っ
て
い
な
い
か
。 

 

近
江
楽
座
十
周
年
は
長
く
続
い
た
こ
と
を
喜
ぶ
だ
け

で
は
な
く
、
活
動
の
意
義
を
学
生
側
も
運
営
側
も
自
ら

に
問
い
な
お
す
機
会
と
す
べ
き
で
あ
る
。
今
後
も
有
意

義
な
活
動
が
出
来
う
る
団
体
が
増
え
、
近
江
楽
座
の
ま

す
ま
す
の
発
展
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。 

 

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
は
、民
具
や
古

文
書
、
お
祭
な
ど
の
「
地
域
文
化
財
」
を
活
用

し
て
、「
地
域
博
物
館
」
を
つ
く
る
こ
と
で
あ

る
。
さ
ら
に
そ
の
中
で
、
地
域
の
魅
力
を
再
発

見
す
る
こ
と
を
ね
ら
っ
て
い
る
。 

 

現
在
の
主
な
活
動
地
は
、高
島
市
マ
キ
ノ
町

の
白
谷
荘
民
俗
資
料
館
、
長
浜
市
曳
山
博
物

館
、
彦
根
市
高
宮
町
不
破
氏
邸
宅
、
守
山
市
下

之
郷
町
、
ヨ
シ
博
物
館
の
五
ヵ
所
で
あ
る
。
各

地
域
で
、
地
域
博
物
館
づ
く
り
、
博
物
館
展
示

の
お
手
伝
い
を
し
て
い
る
。 
 

ち
な
み
に
、
チ
ー
ム
名
は
「Student 
Curators

（
学
生
学
芸
員
）」
が
本
来
で
あ
る
。

英
語
が
苦
手
な
代
表
の
陰
謀
で
カ
タ
カ
ナ
表

記
に
な
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。 

地域博物館プロジェクトって？？ 

ちょっと聞いてよ！プロジェクト自慢！ 

◎他ではできない体験ができる！ 
→貴重な資料に触れることができたり、
博物館の裏側に潜入できたり･･･ 

 
◎いろんなところに行ける！ 

→現在五カ所、滋賀県内の広い範囲で
活動しています

 
 

 

 膨大な古文書・教科書・民具等を前にどのようにして維持を
したらよいのかと困っていたところ、大勢の学生さん・先生方
にご協力いただき非常にありがたく思っております。 
 夏は暑い炎天下の中で汗と埃とすすで真っ黒になりながら作
業、寒い雪の降りしきる中で手を真っ赤にして寒さに震えなが
ら作業を進めてくださいました。このような活動が周りの皆さ
んに当館について、より関心を持っていただくことに繋がり、
単に民具等の整理・展示・建物の維持保全だけでなく、地域の
コミュニティー・観光への広がり・地域文化への保全へと広が
っております。 
 学生の皆さん、先生方の指導協力のもと、湖西地域の博物館
として、より地域にねざしたものにして、忘れ去られようとし
ている地域文化を守り、さらに地域の交流の場になれるように
なればと考えています。県立大学の大勢の学生さん・先生方に
は本当に感謝しています。 

白谷荘歴史民俗博物館 川島光男さん 

 
創
立
当
初
よ
り
「
地
域
博
物
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
目
指
し
て
い
た
「
白

谷
荘
歴
史
民
俗
博
物
館
」
が
つ
い
に
開
館
し
た
。
膨
大
な
数
の
貴
重
な
戦
前

の
教
科
書
・
民
具
・
古
文
書
の
中
か
ら
選
り
す
ぐ
り
の
資
料
が
、
学
生
ら
の

豊
富
な
発
想
力
と
ア
イ
デ
ィ
ア
を
凝
ら
し
た
展
示
方
法
で
展
示
さ
れ
て
い

る
。
楽
座
発
足
時
よ
り
開
館
に
向
け
て
続
け
て
き
た
活
動
が
一
つ
、
実
を
結

ぶ
形
に
な
っ
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
で
あ
るS

氏
は
こ
う
語
る
。「
や
っ

と
一
つ
の
大
き
な
目
標
で
あ
っ
た
博
物
館
を
開
館
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
し
か
し
ま
だ
ま
だ
教
科
書
に
つ
い
て
は
全
て
整
理
で
き
て
い
な
い
の

で
、
今
後
も
ご
主
人
と
相
談
し
な
が
ら
継
続
し
て
活
動
し
て
い
き
た
い
。
ま

た
各
展
示
も
一
定
期
間
で
順
次
変
え
て
い
く
つ
も
り
な
の
で
何
度
も
足
を

運
ん
で
、
貴
重
な
資
料
に
間
近
で
触
れ
て
い
た
だ
き
た
い
。」 

 

最
近
で
は
地
元
の
パ
ソ
コ
ン
サ
ー
ク
ル
の
方
々
も
教
科
書
整
理
に
参
加

し
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
、
活
動
を
通
し
て
地
元
住
民
の
方
々
と
協
力
、
交

流
で
き
る
こ
と
も
近
江
楽
座
と
し
て
の
活
動
の
醍
醐
味
で
あ
ろ
う
。
ま
た
貴

重
な
資
料
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
地
元
住
民
と
交
流
す
る
機
会
の
多
い
学

生
メ
ン
バ
ー
に
も
大
変
有
意
義
な
時
間
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
就
職
活
動
中

の
メ
ン
バ
ーI

氏
は
「
就
活
し
て
い
く
中
で
こ
の
経
験
は
大
き
な
自
分
の
強

み
に
な
り
ま
す
よ
。
博
物
館
を
作
っ
て
い
る
学
生
な
ん
て
い
ま
せ
ん
か
ら
ね

(

笑)

。
堂
々
と
胸
を
は
っ
て
主
張
で
き
る
の
は
こ
の
楽
座
に
入
っ
て
い
る

色
々
な
経
験
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
。」
と
笑
顔
で
語
る
。
今

後
も
地
域
博
物
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
は
目
が
離
せ
な
い
。 

● ● 地 域 の 声 ● ● 

 

今
年
度
の
活
動
に
お
い
て

の
成
果
は
、
ト
ッ
プ
ニ
ュ
ー

ス
に
あ
る
よ
う
に
、
な
ん
と

い
っ
て
も
白
谷
荘
歴
史
民
俗

博
物
館
の
開
館
で
あ
る
。
学

生
ら
に
加
え
先
生
方
に
も
多

く
の
ご
協
力
い
た
だ
き
、
館

長
か
ら
も
感
謝
の
声
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。 

 

そ
の
一
方
で
課
題
と
な
っ

た
の
は
、
学
生
の
人
手
不
足

で
あ
る
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が

合
わ
ず
活
動
に
な
か
な
か
人

が
集
ま
ら
な
い
、
活
動
の
日

や
場
所
に
よ
っ
て
参
加
人
数

に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
、
な
ど

の
問
題
が
よ
く
み
ら
れ
た
。

安
定
し
た
人
手
を
確
保
で
き

る
よ
う
、
今
後
努
め
て
い
き

た
い
。 

成
果 

と 

課
題 



地元の方々と餅まき

「田の浦地区　地域交流の場の施設」を増築する
木興プロジェクト

基礎工事

木工事 ー切り出し・加工ー ー建て方ー木工事

建具

２０１3年度

きっかけ作り 広い屋内空間が欲しい（増築）

‘ 13 .7 -10

‘13 .10

実施設計・施工

敷地配置図 平面図

断面図

‘ 13 .3 -8

48
3

地域交流の場の施設増築完成
「田の浦の人々との関係」

地域交流の場の施設の増築完成後改良

地元の大工さんが作った舞台地元の方と交流会

増築後のイベント

地域交流の場の整備

木興プロジェクトがデザインした Tシャツ竣工式

俯瞰写真

増築前の敷地▲

敷地俯瞰写真内観写真内観写真

内観写真

地元の方々と交流会

既存の基礎の周りにコンクリートを流しています。

コンクリートは固まると修正が出来ないため、丁寧

かつ素早く行わなければならない。

また、コンクリートの中に空気を入れないように棒

で突き刺しています。こうすることで、固まったと

きに、きれいなコンクリートになります。

写真は木材の肌触りを良くしています。手が触れる

場所なので念入りに行っています。

木の枠を 2枚重ねて、ガラスの代わりの熱可塑性プ

ラスチックの一種のポリカーボネートを間に入れま

す。透明の材料を使って建物の中を出来るだけ明る

くします。

木材加工の工具を使い、木材を切っています。

先輩が後輩に教えながら、基本的に 2人 1組のペア

になり作業をします。声を掛け合い、ペアの１人が

木材を支えて安全に作業を行うように気をつけてい

ます。

この後、木材の腐食を防ぐため防腐剤を塗ります。

加工した木材を組み立てています。

木材は重いため慎重に組んでいきました。

柱や梁の水平と垂直を図りながら進めていきまし

た。この後、垂木、屋根の作業が続きます。

集会スペース テラス



03特技を活かせる！活かせる！ 

04アツい！多賀の人々！多賀の人々 

活動報告ニュースペーパー 

02平成 25年度の活動内容5年度の活動内容

01新プロジェクト始動！ジェクト始動！ 

05情報の共有を！共有を！ 
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□主催　「たけとも - 竹の会所·友の会 -」

　　　　　　　「竹の会所」住所 : 宮城県気仙沼市本吉町田の沢 110 番地

　　　　　　　本部 : 滋賀県立大学　陶器研究室

　　　　　　　連絡先 : 成尾 建治　Tel. 090-3948-7650

                         　　　　　　　　　Mail. killswitch-engage.com@hotmail.co.jp

□「たけとも」会員について

　現在「たけとも」では会員を募集しています！

　活動に興味がある方は、下記URL をご覧下さい !

facebook : http://www.facebook.com/#!/Taketomo.takenokaisyo

浜の会所竣工式写真

日
の
も
ど
こ

」
り
祭
春
も
と
け
た
「

催
開
会
写
映

」
り
祭
秋
も
と
け
た
「

催
開
会
写
映

５
５

で
り
祭
お
た
れ
さ
か
生
が
と
こ
う
い
と
る
あ
で
生
学
の
築
建
は
ち
た
私

　

面
に
的
造
構
で
紙
う
い
と
」
う
ろ
く
つ
を
橋
「、
で
と
こ
う
い
と
か
う
ら
も

も
て
し
験
体
で
手
の
ち
た
も
ど
子
を
の
も
い
白
面
が
ン
イ
ザ
デ
、
の
も
い
白

を
葉
言
う
い
と
」
切
大
り
よ
何
が
と
こ
く
い
て
け
続
、
く
な
は
で
小
大
の
数

。
た
し
識
認
再
を
性
要
重
く
い
て
け
続
を
動
活
の
こ
、
き
だ
た
い

の
域
地
ど
な
土
や
竹
で
室
究
研
井
永
・
器
陶
、
き
続
に
所
会
の
竹

な
と
設
建
に
近
付
岸
海
の
港
漁
谷
大
の
町
吉
本
市
沼
仙
気
は
回
今

行
に
地
現
は
の
た
し
定
決
が
と
こ
る
す
を
工
施
・
計
設
、
し
か
し

ル
フ
を
識
知
だ
ん
学
で
築
建
ど
な
計
設
細
詳
、
算
計
造
構
や
験
試

な
ら
わ
変
と
き
と
の
設
建
所
会
の
竹
の
前
年
２
、
動
感
た
し
成
達
の
生
学
、
顔
笑
い
な
の
託
屈
の
々
方
の
域
地
は
に
こ

前
午
。
た
し
催
開
て
し
と
」
り
祭
秋
「
に
も
と
と
工
竣
所
会
の
浜

　

地
当
ご
で
の
た

B

め
休
で
浜
「
り
よ
何
て
し
そ
、
目
役
の
て
し
と
所
会
集
、
台
舞
。
た

。
た
い
だ
た
い
て

影
撮
真
写
る
よ
に
ん
さ
雄
貞
田
堀
の
家
真
写
の
み
染
馴
お
、
度
毎

　

。
た
れ
さ
影
撮
く
多
が
顔
笑
の
等
族
家
の
れ
連
子
親
、
し
催
開
を
会

体
自
所
会
の
竹
で
作
製
の
生
学
と
ん
さ
田
堀
の
家
真
写
は
回
今
た
ま

せ
わ
合
を
像
映
と
間
空
。
た
し
施
実
を
会
写
映
る
す
影
投
を
像
映
に

。
う
思
と
た

9
21知

告
ト
ン
ベ
イ
の
後
今

。
す
ま
し
催
開
を
り
祭
も
と
け
た
も
年
今
に
日
の
も
ど
子
日
５
月
５
年
４
１
０
２

　

？
か
ん
せ
ま
げ
上
り
盛
を
り
祭
に
共
、
非
是
は
方
る
あ
の
味
興

　

。
ん
せ
ま
い
問
科
学
、
部
学
、
生
校
在
、
生
入
新

　

9
21

り
便
も
と
け
た

よ
　
だ
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発行日「2014 年 3月 31日」

毎回そのポストカードたのしみ。かわいくて飾ってる。

本当に君たちの活動には感謝している。それを見て僕たち
も頑張って動いていかなくてはいけないと思う。一緒にが
んばっていけたらなと思ってる。
　　　　　　　　　　　PO法人まちづくり委員会　Oさん※2013 年に作成し町に配布させて貰ったフライヤー

デッキ作成！

満ち家と村岸邸にデッキを作成。満ち家のほうはイベント時に庭を活用したく
その上で庭に接続できるものを作りたいということでコンペを行い設計。
村岸邸は、コミュニティスペースの部屋をつなぐ役割も果たす。規模も少し
　大きいが、一回生が中心となり作成！

地域住民や学生にタルタルーガを再発信し、より地域に馴染んだ場にする
ためには、定期的なイベントが必要であると考えた。昨年はタルタルーガ
の運営体制等の見直しの上でリニューアルオープンイベントとしてビア
ガーデンを行ったが、今年はイベントとして定着させ、2年生が主体と
　　なって企画、運営することになった。

村岸邸を改修するにあたって、町の方と会議を行う。
内容は村岸邸のプランをどうするかや今後の方針、シェアハウスの入居者の
問題など、今までなかなか話すことの出来なかったことを話し合った。
今後もこのような会議は定期的に続けていきたいと感じ、現在月一の会議
　　が出来るように計画進行中。

地域主催のイベントやお祭りに
積極的に参加しお手伝いさせていた
だく。ただ、町に行くだけではなく学生
の行動力を十分に発揮し町の方とコミュニケ
ーションをとっていく。改修とは一見関係ない
用に思えるがとても重要なこと。

　

今年も開催
　　　ミツマルシェ！

ジャズライブと
　　　　ビアガーデン！

イベントスペース満ち家にて、様々なアーティストさんや雑貨店、他楽座団体に協力して頂き、
マルシェ ( 市場 ) 形式でWSや販売などを行った。吉田の中心的存在でもある酒蔵のイベントと
　　同日開催したこともあってか、来客数も約 160 名とにぎやかなイベントとなった。
　　　　　　　町の方々にも来ていただきコミュニケーションもとれてよかった。

念願のとよポロ！

学生でデザインをし、団体のポロシャツを作成。
改修時やイベント時に活用しました。

成果と課題

とよさと快蔵プロジェクト
2004 年に発足したとよさと快蔵プロジェクトは、
昔ながらの風情ある町並みを持つ豊郷町の空き家
となっている 10 件の古民家や蔵を活用してきま
した。改修作業のみならずとよさと町内のイベン
トに参加したり、イベントを企画したりと私たち
学生が豊郷町にできる「まちづくり」とは何なの
か模索し活動しています。

今年度の活動の一番の成果は町のとのつながりを再構成できたところにあると考える。とよさと快蔵プロジェクトが発足して 10 年、改修させてもらった古民家が 10 件と活動の幅も広がる中で、ただ物件の改修をしい
くにも限界があると考え、今年は今までの物件、特にシェアハウスの入居者を増やすことで、その費用を活動資金に還元できるようなシステムを作ろうと試みた。その成果もあり来年度からはシェアハウス全物件に学
生が住まうことが出来るようになり、もともとのコンセプトでもあるシェアハウスから生まれた資金を活動に還元させることも再来年から可能になってくる。また、その中で、町の方（代表してNPO法人豊郷まちづ
くり委員会）の方々と話し合う機会も増え、今後の方針を話合えるきっかけともなり、より町との関わりが深まった一年となった。その背景には、豊郷町のイベントに積極的に参加することや、町に対してイベントを
開催してより多くの町の人に快蔵の活動を知って貰う機会を増やしたこと、学内コンペや町に提案を積極的に行うことで、町の方からも様々な意見を頂くこともできたことも要因となっている。今後の課題は、物件を
改修していくだけの団体ではなくなったことを認識し、その上で何を提案でき活動するかが になってくるので、一つ一つの活動を町の人を含め全体で考えていく必要がある。しかし、スローペースになることは禁物
なので、短い時間の中で深い議論を行い、実践する能力を身に着けていくことが重要である。

町のイベント
　　にも積極的に参加！

町の方と会議！


